
妊娠期から若者まで切れ目のない包括的な支援を行う」との考えのもと、こ
ども家庭センターの取り組みをご紹介します。そこに寄せられた新米ママ・
パパ、祖父母、保健師などの日々の声を受けて、さらに実効性のある支援
をつくるため、市内のこども・若者・子育て家庭のみなさまのご意見を幅広く

お伺いするアンケートを実施します。

こども・若者 どまんなか ふくろい Vol.0３/２02６.５

こどもどまんなか通信
発行：袋井市こども若者家庭センター
こども政策課/ 0538-30-6030

kodomoseisaku@city.fukuroi.shizuoka.jp

こども支援課/ 0538-44-3161

sodachi@city.fukuroi.shizuoka.jp

子育ては、家族の絆や生活の豊かさなど個人の幸せだけでなく、地域
の未来をつくる力となります。
こどもの笑顔や成長を見守ることが親にとって何よりの幸せである一

方、育児には孤立や不安、予期せぬ困難な場面も伴うことから、令和７
年度に「こども若者家庭センター」を設置し、妊娠期から子育て家庭、
困難を抱える若者に至るまで、切れ目のない包括的な支援を実施してお
ります。

「令和８年度施政方針」から

子育ては、地域の未来をつくる力です！

保健師の声
「訪問で、赤ちゃんがお母さんの
胸にすっぽり収まって安心して眠
る姿を見ると、家族の絆の強さを
改めて感じます。
日々の小さな出来事が、親にとっ
て大きな力になっているのだと感
じています。」

ママの声
「夜中の授乳でくたくたになって疲
れ切っていた日でも、わが子の寝顔
を見ると愛おしい気持ちがあふれて
きます。近くに相談できる人や代
わってもらえる仕組みがあると本当
に助かります。」

パパの時間
「娘と過ごす毎朝の読み聞かせが
何よりの楽しみになりました。
一緒にページをめくる時間が、家
族の大切な思い出です。
仕事と育児の両立は難しいですが、
周りの理解が支えになりまし
た。」

祖父母の目線
「孫の手を握って公園を歩くと、家族
みんなで笑顔になれます。昔とは違う
育児の悩みも多いですが、世代を超え
た関わりが子どもの安心につながって
いると感じています。」

“地域で育む、未来の笑顔”
～ママやパパ、祖父母、保健師等の“日々の声”をお届けします。～

子ども支援に関するアンケートにご協力ください

アンケートへの回答は、
こちらの二次元コードか
らお願いします。

こども若者家庭センターの相談窓口の詳細はこちら

育児や生活に不安があるとき、相談先がわからないときは、どうぞ
お気軽にご相談ください。

こども若者家庭センターでは、寄せられたママ・パパ、祖父母、保
健師などの日々の声を受けて、さらに実効性のある支援を行っていく
ため、子育て家庭のみなさまなどからご意見をお伺いするアンケート
を実施します。
みなさま一人ひとりの声が、孤立や不安を和らげ、妊娠期から子育

て家庭、若者まで切れ目のない支援につながります。
ぜひ率直なご意見をお寄せください。
アンケート受付期間 令和８年６月30日（火）まで

お子さまの
ために！
保護者の方

お子さまの
ために！
保護者の方



こども若者家庭センター
こども支援課 「ぬっく」では、
拗音かるた

『拗音であそぼう！』
を作りました☆

※拗音かるたは
袋井市ホームページから
ダウンロード可能です。

子育てには、楽しい一方で、不安や戸惑い、ちょっとしたつまずきもあります。
拗音（ようおん）・・・小さい「や・ゆ・よ」を使って「きゃ／きゅ／きょ」の

ような一つのまとまった音を作る音は、つまずきやすいことばの一つです。一字ず
つ読んでしまったり、読み間違いが起きやすく、悩むご家庭も少なくありません。

そんなときは、親子のふれあいと会話で楽しく取り組んでみましょう。

袋井市 支援係

子育ては笑顔を育てる時間
大変なこともあるけれど遊びを通しておやこで前に進んでいきましょう

「拗音であそぼう！」なら、遊びながら言葉や音(おん)に親しめます。勝ち負けよ
りもできたことをほめ、一緒に笑うことを大切にすると、子どもの自信になり、親
の不安も和らぎます。
無理せず、遊びの中で一緒に前に進んでいきましょう。
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